ワークショップ「身体と環境」 by 和栗 由紀夫 et al.
ワークショップ「身体と環境」
著者 和栗 由紀夫, 河本 英夫, ゲオルグ・ シュテンガ
ー










































「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
 
206 

























































































































































































































































    土方舞踏の特徴って、最初にもらったときに、何だろう。もちろん土方の個々の公演だとか
そこで行われたパフォーマンスについての評価はいろいろ残ってますけども。それからどうい







































    画家に対してのオマージュっていうのももちろんあるんですけれども、それよりも作品その














































































































































和栗 あの人褒めることはしないからね。俺 8 年いて、1 年で 200 日は稽古していた。東京にいると
きは毎日ですからね。褒められたのは 2 回しか覚えてない、8 年間で。それ覚えてますよ。 
河本 どういう感じだったんですか、褒めるっていうときの感じって。 
和栗 いや、短いですよ。 


























































































































    それからここにいっぱい土方さんの言葉とかも出てますが、僕は先ほど舞踏譜を軽いもの、
重いものというふうに分けたものをもう一回整理し直そうと思っている。その前に一番大きな
問題となっているのは、日本語で言っちゃ簡単なんだけど、なるっていう言葉が頻繁に使われ

















河本 主役。役という、Persönlich のほうが入っちゃうから。 
山口 何だろうね。だって個人の個じゃないわけでしょう。 



























和栗 僕が入ってた時期は、とにかく忙しい、先生が一番忙しい時期だったでしょう。3 年間で 16

















のシーンっていっても 10 人ぐらいいますから、10 人の群舞があればソロもあればっていう形
で、一つの作品創るのに 50 ぐらいの踊りは一作品に入ってるでしょう。それを 2 カ月で 50























































































































うか、ある意味先生の場合は 44 歳ぐらいでもう衰弱体とはいかないかもしれないけど、72 年
に、もう既に 48 キロに減量して立てない踊り踊ってるわけじゃないですか。だから、よく言っ























みんなギョッとして 2 人の顔見るんだよね。ええ、なんで？ でも、泯さんはもう舞踏家と呼
ばないでくれって。ちゃんとブログで。 
河本 でも、もうテレビタレントになっている。 




































































































も 30 年もやってきて、ちょっと飽きてる。 































































和栗 だから 90 年ぐらいに。 
山口 なるほど。 





























和栗 そうでしょうね。70 何年でもう降りましたからね。いつも客演ですからね。 
河本 ええ。 
和栗 先生自体の舞台っていったら 73 年が最後ですから。 
シュテンガー どうしてご短命で、57 歳で亡くなっちゃったんですか。 
和栗 肝臓癌。だってあの人飲むと食べないから。 
河本 炭をかじるのが好きなんですか。 
和栗 どうでしょう。 
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河本 なんかそういう場面だけが語られるんですよね。炭かじりながら冷や酒を飲んでるとか。 
和栗 スキャンダルはいっぱいあるから、それはきりないですけど。 
河本 じゃあ、これで。 
和栗 どうもお疲れさまでした。 
シュテンガー とても興味深いお話を本当にありがとうございました。 
 (了) 
